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▼▼▼▼第第第第１２１２１２１２回南丹工芸文化祭回南丹工芸文化祭回南丹工芸文化祭回南丹工芸文化祭についてについてについてについて    

 

■概  要 

   様々な分野のつくり手や作品に触れる機会を提供することで、ものづくりへ 

の興味を高め、ものを大切に扱う心、ほんまもんを見る力を養い、ものづくり 

の文化を地域に一層根付かせ次世代につなぐことを目的として、南丹工芸文化 

祭を開催します。 

 ▼日  時 

会期：９月８日（土）～１１月２５日（日） 

     ≪メインイベント：１０月２０日（土）・２１日（日）≫ 

・工芸作品展示会、ワークショップ：１０月１３日（土）～２１日（日） 

・市 民 の も の づ く り 展：１０月２０日（土）～２１日（日） 

・も の づ く り 体 験：１０月２０日（土）～２１日（日） 

・秋 季 企 画 、 特 別 展： ９月０８日（土）～１１月２５日（日） 

・京都丹波美術工芸教育展：１０月２０日（土）～２１日（日） 

▼会  場 

 ①南丹市国際交流会館 

・市民のものづくり展 

・ものづくり体験 

・京都丹波美術工芸教育展（平面作品の部・パートナースクール作品） 

 ②南丹市文化博物館 

     ・工芸作品展示会・ワークショップ 

     ・秋季企画展 

     ・京都丹波美術工芸教育展（立体作品の部） 

 ③南丹市日吉町郷土資料館 

     ・秋季企画展 

▼内  容  別紙のとおり 

▼参加予定人数  出展人数 ２００人  来場者数 ６，０００人 

 

 

◆この記事に関するお問い合わせ 

   企画政策部地域振興課 担当：冨部（電話 ０７７１-６８-００１９） 



 
第12回南丹工芸文化祭事業計画（案） 
■目的 

様々な分野のつくり手や作品に触れる機会を提供することで、ものづくりへの興味を高め、

ものを大切に扱う心、ほんまもんを見る力を養い、ものづくりの文化を地域に一層根付かせ次

世代につなぐことを目的とします。 

 
■開催期間 平成30年9月8日（土）～11月25日（日） 

[ メインイベント開催日 10月20日（土）・21日（日） ] 

 

■事業内容 
 
 
 

① 開催日時 

展示会 

平成 30年 10 月 13 日(土)～21 日(日)  9 時～17 時(15 日は 15時まで） 

    ワークショップ 

平成30年10月20日(土)・21日(日) 10時～15時(15日は14時まで) 

② 会  場 

展示会     南丹市立文化博物館 1階 

    ワークショップ 南丹市立文化博物館 玄関前 

 

概要：南丹市在住、または南丹市内に創作活動の拠点を置く工芸家で組織される「南

丹市工芸家協会」による作品展ならびに工芸のワークショップを、南丹市工芸

家協会が主体となり開催します。 

 

 

 

 

① 開催日時 

平成30年10月20日(土)～21日(日) 9時～17時(21日は15時まで) 

 

② 会  場 

南丹市国際交流会館 1階 

 

  概要：南丹市内の文化協会や障害福祉サービス事業所や市民団体などで制作された、

ものづくり作品を展示・販売します。 

 

 

 

 

① 開催日時 

平成30年10月20日(土)～21日（日）10時～15時（21日は14時まで） 

 

② 会  場 

 南丹市国際交流会館 2階･3階 

 

概要：誰もが気軽にチャレンジできるものづくりの体験コーナーのほか、ものづくり

に触れていただける企画を展開し、「ものをつくる」ことの楽しさを体感して

いただくことで、さらにものづくりへの興味を高めます。 

1．工芸作品展示会・ワークショップ  （南丹市工芸家協会展／南丹市工芸家協会） 

2．市民のものづくり展  （市内文化協会・障害福祉サービス事業所、市民団体など） 

3．ものづくり体験ほか  （市内でものづくりに携わられている方々の指導による） 



 

 

◇人見少華没後 50 年・平成 30 年度秋季企画展 

「人見少華展～南画を極めた文人画家～」の開催 

① 開催日時 

平成30年9月8日(土)～10月21日(日) 9時～17時（最終入館は16時30分） 

※10月8日を除く月曜は休館 

※臨時開館日：9月17日、9月24日、10月8日 

 

② 会  場 

 南丹市立文化博物館 2階 

 

概要：船井郡富本村（現南丹市八木町氷所）に生まれ、晩年を園部町で過ごした南画

の巨匠・人見少華の習作から晩年に著した研究書まで、創作活動の変遷を辿っ

た作品群が展示されます。 

少華本人から直接教えを受けた講師によるギャラリートークも同時開催され、

彼の築いた南画の世界に深く触れることができる企画展となっています。 

  

 

 ◇日吉ダム開業 20 周年・平成 30年度秋季企画展 

「中嶋正樹写真展 －湖底に消えた村の記憶－」の開催（案） 

① 開催日時 

平成30年9月22日(土)～11月25日(日) 9時～17時（最終入館は16時30分） 

※毎週火・水曜日は休館 

※臨時開館日：9月24日、10月8日、11月3日、11月23日 

 

② 会  場 

南丹市日吉町郷土資料館 

 

概要：平成 29 年 12 月に逝去したカメラマン・中嶋正樹氏が、昭和 55 年 2 月に中・

天若地域に偶然訪れてから昭和 62 年 3 月に村が移転するまでの約 7 年間に撮

影された 1万枚を超えるフィルム資料が展示されます。 

中・天若地域に魅せられた中嶋氏の作品から、その地に暮らした人々の生活や

慣習の温もりを感じられる企画展となっています。 

 

 

 
① 開催日時 

 平成30年10月20日(土) 9時～17時 

10月21日(日) 9時～15時（搬出は16日（月）14時～16時） 

② 会  場 

 南丹市国際交流会館 

1 階 平面作品の部展示、パートナースクールの作品展示 

2 階 パートナースクールの作品展示 

南丹市立文化博物館 

1 階 立体作品の部展示 

 

概要：京都丹波管内の保育所・幼稚園・小・中学校・高等学校・特別支援学校の幼児・

4．企画展  （南丹市教育委員会） 

5．京都丹波美術工芸教育展  （京都丹波美術工芸教育展実行委員会） 



児童・生徒の優秀作品や、京都伝統工芸大学校との連携作品など、平面・立体

の1,000点を超える作品を展示します。 

 

※南丹工芸文化祭と京都丹波美術工芸教育展は「美と和で輪（むす）ぶ京都丹波文化ジョイン

トプログラム」として、京都府南丹広域振興局・京都府南丹教育局・南丹管内２市１町の共

同開催 

 

■主な連携・協働事業 
  

  

   

各旧町単位で文化祭事業が展開されます。 

   

■園部町文化祭 展示の部 

① 開 催 日 平成 30年 11 月 3日(土)、4日(日) 

 平成 30年 11 月 10 日（土）、11 日（日） 

② 開催場所 南丹市園部公民館 

ステージ発表 

① 開 催 日 平成 30年 11 月 3日(土)、4日(日) 

② 開催場所 国際交流会館 

 

   ■八木町文化祭 展示の部 

① 開 催 日 平成 30年 11 月 2日(金)～4日(日)  

② 開催場所 南丹市八木公民館 

ステージ発表 

① 開 催 日 平成 30年 11 月 3日(土)  

② 開催場所 南丹市八木公民館 

 

   ■日吉町文化祭 展示の部 

① 開 催 日 平成 30年 11 月 4日(日)～11 日（日） 

② 開催場所 南丹市日吉町生涯学習センター 

ステージ発表 

① 開 催 日 平成 30年 11 月 4日(日) 

② 開催場所 南丹市日吉町生涯学習センター 

 

   ■美山町文化祭 展示の部  

① 開 催 日 平成 30年 10 月 27 日(土)  

② 開催場所 南丹市美山文化ホール 

ステージ発表  

① 開催日  平成 30 年 10 月 27 日(土) 

② 開催場所 南丹市美山文化ホール 

 

    

 

女性の館による大規模作品展示会。 

 

① 開 催 日 平成 30年 11 月 17 日(土) 9 時～17時 

② 開催場所 南丹市国際交流会館 イベントホール 

 
 
身近な手仕事である「えんぴつけずり」を、日本一きれいに削る事を目的に企画。 

特別ルールにより競われます。 

 

① 開 催 日  

② 開催場所 

1．南丹市各町文化祭 

2．女性の館文化祭 

3. 第8回全国えんぴつけずり大会 

企画中 


